様式２

学生のためのキャリア形成支援に係る取組に関する覚書
　熊谷市（以下「甲」という。）と〇〇大学（以下「乙」という。）とは、学生のためのキャリア形成支援に係る取組に関して、以下のとおり締結する。

（目的）

第1条 甲は、実務を経験させる学生のためのキャリア形成支援に係る取組の実習（以下「実習」という。）において、裏面の「学生のためのキャリア形成支援に係る取組実習生名簿」に掲載の乙の学生（以下「実習生」という。）の職業意識を高めるとともに、市政に対する理解を深めることを目的とし、実習生を受け入れるものとする。
（実習の期間・配属先）

第２条　実習の期間及び配属先は、次の「学生のためのキャリア形成支援に係る取組実習生名簿」のとおりとする。
（実習の内容）
第３条　実習の内容は、甲と乙との協議により決定する。

（実習中の留意事項）

第４条　実習生は、実習期間中は、甲が選任した担当及び指導者の指示に従い、実習に専念しなければならない。
２　実習生は、甲の事業の信用を傷つけ、又は不名誉となる行為をしてはならない。

３　甲は、この覚書に反する行為があったときは、直ちに実習を中止することができる。

（実習に関する経費の負担）

第５条　甲は、学生に対して、賃金、報酬、手当、交通費、その他経費は支給しない。
（実習に係る事故責任等）
第６条　乙及び実習生は、実習中及び実習先への往復途上の事故に対して、自らの責任に

おいて対応するものとする。

２　実習生が故意又は過失により甲及び第三者に対して損害を与えた場合は、乙は実習生

と連帯して責任を負うものとする。
（守秘義務）
第７条　実習生は、実習期間中に知り得た甲の秘密を漏らしてはならない。実習終了後も

同様とする。
（甲乙の協議）

第8条 　この覚書に定めのない事項およびこの覚書の内容に疑義が生じたときは、甲と乙
　との協議によりこれを決定するものとする。
　この覚書の成立の証として、本覚書を２通作成し、記名押印の上、甲乙各１通を保有する。

　学生のためのキャリア形成支援に係る取組実習生名簿
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